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商
学
部
の
神
原
理
教
授
と

阪
本
将
英
教
授
が
、
専
修
大

学
松
戸
高
校
（
千
葉
県
松
戸

市
、
五
味
光
校
長
）
３
年
生

の
専
大
ク
ラ
ス
で
出
張
授
業

を
行
っ
た
。

　
授
業
名
は
「
社
会
科
学
入

門
」、
単
元
「
フ
ラ
イ
ド
チ

キ
ン
か
ら
私
た
ち
の
食
生
活

を
考
え
る
｜
｜
シ
ス
テ
ム

思
考
で
考
え
る
｜
｜
」
で
、

フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
を
通
し
て

自
然
環
境
・
社
会
・
経
済
シ

ス
テ
ム
に
つ
い
て
学
習
し
て

い
る
。
11
月
５
日
に
は
鶏
肉

の
生
産
・
加
工
販
売
を
手
掛

け
る
ア
マ
タ
ケ
（
岩
手
県
大

船
渡
市
）
の
佐
藤
優
さ
ん
、

吉
田
亨
さ
ん
と
神
原
教
授

が
、
19
日
に
は
阪
本
教
授
が

授
業
を
担
当
し
た
。

　
５
日
の
授
業
で
は
、
初
め

に
佐
藤
さ
ん
と
吉
田
さ
ん
が

ア
マ
タ
ケ
の
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
紹
介
し
た
。
同
社

は
食
の
安
心
・
安
全
と
お
い

し
さ
を
追
求
す
る
と
と
も

に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
事

前
学
習
で
、
経
済
性
を
重
視

し
た
大
量
生
産
の
実
態
を
学

ん
で
き
た
生
徒
た
ち
は
、
そ

れ
と
は
対
照
的
な
ア
マ
タ
ケ

の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
取
り
組

み
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
て

い
た
。

　
後
半
の
冒
頭
、
神
原
教
授

が
「
こ
れ
ま
で
に
学
ん
で
き

た
こ
と
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し

て
み
よ
う
」
と
語
り
か
け

た
。「
他
社
と
ア
マ
タ
ケ
は

ど
こ
が
違
う
の
か
」「
適
正

な
生
産
量
と
は
」
な
ど
、

次
々
と
問
い
を
投
げ
か
け
て

発
言
を
促
し
た
。
生
徒
た
ち

は
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通

じ
て
、
関
係
性
の
中
で
物
事

を
考
え
る
「
シ
ス
テ
ム
思

考
」
を
経
験
。
専
大
へ
の
進

学
を
希
望
す
る
３
年
生
に
と

っ
て
、
大
学
の
授
業
の
雰
囲

気
を
一
足
早
く
体
験
す
る
貴

重
な
機
会
と
な
っ
た
。

　
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
で
は
、
多
角
的
な
視
点

で
歴
史
に
つ
い
て
語
る
公
開

講
座「
歴
史
を
紐
と
く
」（
専

修
大
学
・
川
崎
市

教
育
委
員
会
連
携

事
業
）
を
開
講
し

て
い
る
。
本
年
度

は
10
月
16
日
に
オ

ン
ラ
イ
ン
で
行
わ

れ
、
高
久
健
二
文

学
部
教
授
が
「
東

ア
ジ
ア
の
王
墓

｜
｜
厚
葬
墓
の
展

開
｜
｜
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
。
歴
史

フ
ァ
ン
約
１
７
０

人
が
聴
講
し
た
。

　
厚
葬
墓
と
は
、

大
規
模
で
多
数
の
副
葬
品
を

持
つ
な
ど
、
手
厚
い
埋
葬
が

行
わ
れ
て
い
る
墳
墓
を
指

す
。
講
座
で
は
、
中
国
大
陸

と
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
王
墓

の
成
り
立
ち
を
概
観
し
、
東

ア
ジ
ア
に
展
開
し
た
厚
葬
墓

文
化
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　
中
国
の
厚
葬
墓
文
化
は
朝

鮮
半
島
に
伝
わ
り
、
各
国
で

特
徴
的
な
王
墓
が
造
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。
高
句
麗
や
百

済
の
王
墓
か
ら
は
、
青
竜
、

朱
雀
、
白
虎
、
玄
武
の
四
神

を
描
い
た
彩
色
壁
画
が
見
つ

か
っ
て
お
り
、
高
久
教
授
は

「
日
本
の
高
松
塚
古
墳
や
キ

ト
ラ
古
墳
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
く
」
と
解
説
し
た
。

　
講
演
後
に
は
、
視
聴
者
か

ら
踏
み
込
ん
だ
質
問
が
相
次

い
で
寄
せ
ら
れ
た
。「
日
本

の
古
墳
文
化
は
独
自
に
発
展

し
た
も
の
か
」
と
い
う
問
い

に
対
し
、
高
久
教
授
は
「
か

ぎ
穴
形
の
前
方
後
円
墳
は
日

本
独
自
の
形
だ
が
、
厚
葬
墓

の
成
立
過
程
や
構
造
、
副
葬

品
な
ど
は
東
ア
ジ
ア
の
流
れ

を
く
む
」と
説
明
し
、隣
接
地

域
と
関
係
性
を
持
ち
な
が
ら

発
展
し
て
き
た
と
ま
と
め

た
。

　
大
学
院
に

所
属
す
る
教

員
ら
が
専
門

分
野
に
つ
い

て
分
か
り
や

す
く
解
説
す

る
大
学
院
公

開
講
座
が
、

10
月
８
日
か

ら
12
月
３
日

ま
で
開
講
さ

れ
た
。
今
年

度
は
文
学
、

法
学
、
経
済

学
の
３
研
究
科
に
よ
る
初
の

３
部
構
成
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
連
続
９
回
実
施
し
た
。

　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１
は
「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
会
話
」
を

テ
ー
マ
に
文
学
研
究
科
が
担

当
。
コ
ー
パ
ス
言
語
学
、
音

声
学
、
社
会
言
語
学
を
専
門

と
す
る
３
教
員
が
、
最
新
の

研
究
に
つ
い
て
話
し
た
。
初

回
は
丸
山
岳
彦
教
授
が
「
コ

ー
パ
ス
言
語
学
か
ら
見
る
会

話
の
構
造
｜
｜
会
話
を
構

成
す
る
諸
要
素
｜
｜
」
と
題

し
て
講
演
。
日
常
会
話
の
分

析
手
法
と
し
て
、
会
話
分
析

と
コ
ー
パ
ス
言
語
学
の
二
つ

を
紹
介
し
た
。

　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
は
法
学
研
究

科
に
よ
る
「
米
中
対
立
と
国

際
関
係
」。米
・
中
・
日
の
政

治
外
交
を
専
門
と
す
る
３
教

員
が
、
現
在
の
米
中
関
係
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

　
経
済
学
研
究
科
が
担
当
し

た
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
３
の
テ
ー
マ
は

「
Ｄ
Ｘ
が
変
え
る
産
業
・
企

業
」。ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
を

視
野
に
入
れ
つ
つ
、
デ
ジ
タ

ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン（
Ｄ
Ｘ
）に
よ
っ
て
産

業
・
企
業
が
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
た
か
に
焦
点
を
当
て
、

３
人
の
論
者
が
講
演
し
た
。

　
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
は
か
つ
て
建
材
と
し
て

大
量
に
使
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
重
篤
な
健
康
被
害

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

発
症
す
る
ま
で
20
〜
40
年
か
か
る
こ
と
か
ら
「
静

か
な
時
限
爆
弾
」
と
言
わ
れ
ま
す
。

　
被
害
は
建
設
業
や
工
場
で
石
綿
を
扱
っ
て
い
た

労
働
者
だ
け
に
限
り
ま
せ
ん
。
工
場
の
周
辺
住
民

に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
２
０

０
６
年
、
石
綿
健
康
被
害
救
済
制
度
が
創
設
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
石
綿
と
健
康
被
害
の
因
果
関
係

の
特
定
が
難
し
い
被
害
者
を
救
済
す
る
た
め
の
制

度
で
す
。
し
か
し
い
く
つ
か
の
問
題
が
あ
り
、
今

回
の
研
究
で
は
多
角
的
な
視
点
か
ら
改
正
の
方
向

性
に
つ
い
て
提
起
し
て
い
き
ま
す
。

　
最
大
の
問
題
点
は
給
付
水
準
の
低
さ
で
す
。
労

災
な
ど
に
比
べ
、
被
害
者
本
人
や
家
族
、
遺
族

（
包
括
的
被
害
者
）
の
生
活
を
補
償
す
る
に
は
不

十
分
で
す
。
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
石
綿
関
連
の

疾
患
は
症
状
が
重
く
、
苦
し
み
は
計
り
知
れ
ま
せ

ん
。
病
気
に
な
っ
た
原
因
が
、
労
働
な
の
か
居
住

な
の
か
に
よ
っ
て
補
償
格
差
が
生
じ
る
こ
と
は
許

さ
れ
ま
せ
ん
。
21
年
５
月
に
建
設
石
綿
訴
訟
の
最

高
裁
判
決
で
国
と
企
業
の
責
任
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。
と
て
も
大
き
な
一
歩
で
す
が
、
こ
れ
で
ひ
と

段
落
と
せ
ず
、
給
付
格
差
を
解
消
す
る
仕
組
み
を

整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
身
体
的
、
精
神
的
負
担
を
軽
減
し
、

生
き
が
い
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
支
援
体
制
を

備
え
た
補
償
制
度
が
で
き
て
初
め
て
救
済
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
研
究
で
は
被
害
者

の
立
場
に
立
ち
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
を
高
め

る
仕
組
み
ま
で
提
案
し
ま
す
。

　
石
綿
を
含
む
公
害
は
経
済
成
長
の
も
う
一
つ
の

側
面
で
す
。
国
や
企
業
の
発
展
の
た
め
に
、
労
働

者
や
生
活
者
に
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
押
し
付
け
ら

れ
ま
し
た
。
も
し
被
害
者
が
被
害
を
受
け
て
い
な

か
っ
た
ら
ど
う
い
う
生
活
を
送
れ
た
だ
ろ
う
、
と

い
っ
た
想
像
力
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
現
代
で

も
、
正
社
員
と
非
正
規
雇
用
で
は
同
じ
仕
事
に
も

か
か
わ
ら
ず
格
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま

な
格
差
を
是
正
し
、
ど
の
よ
う
に
し
て
持
続
可
能

な
社
会
を
構
築
し
て
い
く
の
か
、
多
面
的
な
見
方

を
持
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
講
義
で
語
り
続

け
て
い
ま
す
。

石綿被害者の立場から考える補償のあり方

（
さ
か
も
と
・
ま
さ
ひ
で
）
京
都
大
学
大
学
院
経
済

学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
経
済
学
）
。
専

門
は
環
境
経
済
学
。
著
書
に
『
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ

ア
に
お
け
る
災
害
・
経
営
リ
ス
ク
の
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
』（
共
著
）
な
ど
。

阪
本

将
英

商
学
部
教
授

経
済
・
河
藤
教
授
に

厚
労
大
臣
感
謝
状

労
働
基
準
行
政
に
尽
力

　
多
年
に
わ
た
り
労
働
基
準

行
政
に
協
力
し
た
と
し
て
、

経
済
学
部
の
河
藤
佳
彦
教
授

に
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
が

贈
ら
れ
た
。

　
河
藤
教
授
は
２
０
１
１
年

度
か
ら
10
年
間
、
群
馬
地
方

最
低
賃
金
審
議
会
の
委
員
を

務
め
、
13
〜
20
年
度
は
会
長

を
務
め
た
。
11
月
12
日
、
群

馬
労
働
局
で
感
謝
状
贈
呈
式

が
行
わ
れ
た
。
河
藤
教
授
の

専
門
は
地
域
経
済
論
、
地
域

産
業
政
策
論
、中
小
企
業
論
。

高
大
連
携

〝
食
〞か
ら
見
た
経
済
学
を
講
義東

ア
ジ
ア
地
域
の

王
墓
の
変
遷
解
説

彩色壁画の類似性を示唆した高久教授

公
開
講
座
「
歴
史
を
紐
と
く
」

　
商
学
研
究
所
（
岩
尾
詠
一

郎
所
長
）
主
催
の
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
地
域
情
報
の
デ

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
と
地

域
活
性
化
」
が
11
月
19
日
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
か
れ
た
。

同
研
究
所
が
本
学
大
学
史
資

料
室
や
東
京
神
田
神
保
町
映

画
祭
と
連
携
し
て
２
０
１
９

年
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
地

域
情
報
発
信
の
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
「
神
田
神
保
町
ア
ー

カ
イ
ブ
」
に
関
す
る
研
究
成

果
が
報
告
さ
れ
た
。

　
研
究
報
告
に
先
立
ち
、
第

１
部
で
は
元
千
代
田
区
役
所

職
員
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

神
田
学
会
理
事
の
小

藤
田
正
夫
氏
が
、「
神

保
町
１
５
０
年
｜
｜

写
真
で
た
ど
る
靖
国

通
り
界
隈
の
変
遷
」

と
題
し
て
講
演
。
江

戸
時
代
か
ら
現
代
に

至
る
神
保
町
の
変
遷

を
、
豊
富
な
図
版
と

と
も
に
紹
介
し
、「
土

地
や
建
物
を
借
り
て

い
る
人
た
ち
が
協
同
組
合
を

作
り
、
地
主
と
協
力
し
て
ま

ち
づ
く
り
を
行
っ
た
」
と
解

説
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
初
め
に
商

学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
の

山
﨑
万
緋
さ
ん
が
デ
モ
ペ
ー

ジ
を
用
い
て
「
神
田
神
保
町

ア
ー
カ
イ
ブ
」
の
使
い
方
を

説
明
。
そ
の
後
、
商
学
部
の

渡
辺
達
朗
教
授
、
渡
邊
隆
彦

教
授
、
新
島
裕
基
講
師
ら
が

地
域
情
報
を
収
集
・
共
有
・

発
信
す
る
意
義
や
今
後
の
展

望
を
語
っ
た
。

　
ア
ー
カ
イ
ブ
に
は
現
在
、

神
田
神
保
町
エ
リ
ア
に
関
係

す
る
絵
は
が
き
、
地
図
、
企

業
広
告
な
ど
約
１
２
０
点
が

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ

Ｍ
ａ
ｐ
の

位
置
情
報
と
と
も
に
登
録
さ

れ
て
お
り
、
渡
辺
教
授
は

「
い
つ
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
と
い

う
複
層
的
な
情
報
を
取
得
・

発
信
で
き
る
」
と
話
す
。
22

年
３
月
の
公
開
を
目
指
し
て

お
り
、
地
域
研
究
や
地
域
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
多
用
途

の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

神原教授

阪本教授
専大松戸高で出張授業

高
校
生
に
語
り
か
け
る

神
原
教
授

地
域
情
報
の
活
用
法
を
探
る

商
学
研
究
所

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

アーカイブの重要性を語る渡辺教授

開
発
中
の
デ
モ
画
面

　専大体育会100周年を記念したオンライン展示「専

大スポーツの軌跡」を本学ホームページで開催して

いる。100年もの歴史を誇る専大スポーツの歩みを、写真や資料など

で紹介。映像も多数公開しており、なかでも1933年のボクシング部

の活躍を記録したものは、本学に残る最も古い貴重な映像である。

　また、専大スポーツが輩出した専大オリンピアンの活躍や、東京

オリンピック1964をスタッフとして支えた校友も紹介している。

オンライン展 開催中

科
研
費
採
択
研
究
か
ら

初の３部構成で実施

大学院公開講座


